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1　は　じ　め　に

米飯の粘りとアミロース含星には深い関係があり．アミ

ロース含蛍の低い品種は粘りが強く，食味の総合評価も高

いと言われている2－。従って．米飯の粘りの購い良食味占子一

種の育成に．低アミロース適伝資源の利用が考えられ■■3’

北海道ではその成果として新品種が育成されている0アミ

ロース含軌は豊熟温度により大きく変動しい，アミロース

含量が低くなると胚乳が曇り，輔米に近い特性を示す。本

報では東北中南部で利用可能な低アミロース遺伝資源の探

索のため，内外の品種系統を供試し．登熟気温とアミロー

ス含量及び玄米品質の関係を調査した結果について報

告する。

2　試　験　方　法

供試材料は農業生物資源研究所　探索導入研究チームが

育成した低アミロース突然変異系統　探系2016，探系2017，

探系2018，探系2019，探系2020，探系2021，探系2022，探

系2023，探系2024　農業坐物資源研究所放射線育種場が育

成した突然変異系統　NM391（ニホンマすりのガンマー

線突然変異），74WX2N卜1（農林8号低アミロース実変）

及び中国の低アミロース品種である大路甲枇孟力旺谷，合

計13品種・系統である。

供試材料は5月1日に1／5000aポットに4粒ずつ播拝

し，出穂期までガラス室内で養成した。供試品種は晩生が

多いので出穂期を揃えるため7月10日から10日間短日処理

を行った。豊熟期の温度処理は人工気象篭で穂揃期から成

熟期まで3段階で行った。中温区（昼温27℃，夜温19℃）

は古川の中生品種の豊熟期間8月10円から9月20日までの

平年の平均気温に近い気温で．高温区（31℃，21℃），低

温区（23℃，17℃）は最高気温で4℃∴最低気温で2℃の

差をとって設定した。アミロース含量はテクニコンオート

アナライザーⅡ型を使用し．2反復で調査した。玄米の曇

りの程度は観察調査により．「ひとめぼれ」を0，橋を5

として判定した。

3　試験結果及び考察

図1にアミロース含量の電熱気温による変化を示した。

供試品種のアミロース含量は戸外区（最高気温の平均26．2

℃，最低気温の平均19．7℃）でも品種系統間で5～15％と
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図1アミロース含局の登熱気掛こよる変化

蓑1玄米の曇りの程度

系 統 名

探 系 2 0 2 2

高配区． 中鮎区　 低混区 ト∫外区

1　　 1　　　 0　　　 1

探 系　 2 0 18 3　　　 2　　　 0　　　 2

74W X 2 N 1－1 5　　　 4　　　 1　　　 3

N M　 3 9 1 4　　　 2　　　 1　　　 3

ひ とめ ぼれ 0　　　 0　　　 0　　　 0

娃　 ひ とめぼれを 0 ，惰 品種を 5 とした0

大きな差があった。発熱気温を変えると，高温ではアミロー

ス含樋が低く，低温では高くなり．各品種ともアミロース

含量は低温区＞中温区≒戸外区＞高温区の順に低くなった0

高温区と中温区のアミロース含量の美は2～4％，中温t犬

と高温区の差は3－5％程度であった。

供試した品種のアミロース含軌は大きく2グループに分

けられる。一つはアミロース含虫の低い「探系2022」，

「探系2018」，「NM391」，「74WX2Nlrl」である。これら

は戸外区のアミロース含最が5～9％程度と低く，表lに
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示したように，これらのうち「NM391」，「74WX2N1－1」

は全ての処理区で，「探系2078」．「探系2022」は低温区以

外の医でそれぞれ胚乳が曇った。もう一つのグループは

「探系2016」，「探系2017」，「人理早利」，「孟力旺谷」である。

これらは戸外区ではアミロース含別が10～15％程度であり．

胚乳に曇りの無いグループである。これらのうち「探系20

16」．「探系2017」，「朗旺谷」のアミロース含星は15％程度

であったが，「大理早机Jは11％程凰「探系2024」は10％

程度と低めであった。また，アミロース含屯の豊熟温度に

対する反応を．高温医と低温区のアミロース含量の比でみ

ると．「ササニシキ」，「コシヒカリ」，「ひとめぼれ」等の

一・一般品樺は1．3～1．6倍であり，低アミロース品種系統の大

部分も1．5～1．6倍程度であったが，「探系2018」はこの比

率が3．0，「74WX2N1－1」は4．4倍と高く，登熟温度によ

りアミロース含畠の変動が大きかった。

古川農武では低アミロース適伝資源の探索のため，放射

線背椎場・放射線育種法第1研究室より，1980的こ「ニホ

ンマサリ，」にガンマー線（20KR）を照射して得られた．

突然変異胚乳を持つ7系統を譲り受けた。7系統の中．3

系統の玄米は「濁し楠に近い玄米品質を示し，その他ほ乳

11米及び粉質米であった。その3系統の中，2系統は餅に

ついた結果ほぼ梧米であった。もう一つの「NM391」は

炊飯すると一・般米に比し光沢があり，粘りは強いが餅に似

た匂いがあり∴餅につくと「粘りが少なく軟らかい餅」と

なった。そのため．うるちの改良には利用できないと考え

られた。その後北海道で「NM391」のアミロース含星及

表2　億アミロース育成系統の品質．

び食味特性の分析を行った結果，中間稿であることが判明

した0北海道の豊熟気温は古川より低いことから，アミロー

ス含量はそれほど低下しないので，この低アミロース遺伝

子の利用に期待が寄せられ，1982年古川農式から「NM

391」を北海道上川農式に分譲し∴育種に利用されること

となった0その結果，1985年に「道北43号」，1988年に

「道北52号」が膏成され－），「道北52号」は「彩」と命名さ

れ．北海道で1991年から奨励品種に採用された。

良食味品種の育成のため低アミロース遺伝資源を利用す

る場合，育種の場に応じた玄米の怒らない程度のアミロー

ス含鼻で，更に気温によるアミロース含量の変動の少ない

ものを選ぶ必要があると考えられる。本試験の結果から低

アミロース系統としては戸外区でアミロース含量が10－15

％程度で胚乳に曇りの無し、グループである「探系2016」，

「探系2017」，「探系2024」，「大理早利扶「孟力旺谷」等が母

本として利用可能と考えられる。

表2には当場で育成中の低アミロース系統のアミロース

含．星，タンパク質含量と食味試験結果を示した。これは低

アミロース遺伝資源の中一「探系2022」，「探系2024」及び

「人理甲恥」を母本とし，日本稲を2度交配した系統の中

から∴低アミロース系統を選抜し．食味詞森を行った結果

である。これらの中「探系2022」，「探系2024」を片親とし

て帝成した系統はアミロース含量が14．6～16．2％で，「ひ

とめぼれ」より0．5－2．1％低く，タンパク質含量は同程度

であり，これらの食味は「ひとめぼれ」より粘りが強く．

軟らかく，総合評価も優る結果が得られた。

食味（1990年）
N n　 霊 霊 宝 先 誓 言 ン バ ク 冨 言 ミロ ‾ 孟 玄 糟 。 粘 警 護 誓 慧 合

1　　 9 0 L A 6 8 ．0 5　　　　 7 ．3 0 ％　　 13 ．3 ％　　 0　　　 0．9　 －0 ．3　 －0 ．1
2　　 9 0 L A 2 2 8 ．0 5　　　 6 ．9 8　　　 14 ．6　　　　 0　　　 0．5　 －0 ．4　　 0 ．6

3　　 9 0 L A 2 6 8 ．0 6　　　　 7．0 8　　　 15 ．9　　　　 0　　　 0．8　 －0 ．8　　 0 ．7
4　　 9 0 L A 34 8 ．0 7　　　　 7．19　　　 16 ．2　　　　 0　　　 0．9　 －0 ．8　　 0 ．6

5　　 9 0 L A 4 3 8 ．0 9　　　 7．2 8　　　 15 ．0　　　　 0　　　 0 ．8　 －0 ．4　　 0．4

比　 孟力　 耽　 谷 8．2 3　　　 8 ．15　　　 1 1．4　　　 1　　 1．5　 －0 ．3　　 0．3
比　 大 理 甲 朴 7．2 7　　　 9 ．1 5　　　 12 ．3　　　 1　　 － 2．8　　 0 ．5　 － 2．5
比　 探 系 2 0 2 2 8 ．0 9　　　　 7．04　　　 12 ．2　　　　 0　　　 0 ．0　　 0 ．3　 －0 ．4
比　 探 系 2 0 2 4 8 ．0 1　　　 8 ．23　　　 12 ．1　　 1　　 0 ．8　 －0 ．4　 －0 ．1
比　 ひ と め ぼ れ 8 ．0 6　　　　 7 ．20　　　 16 ．7　　　　 0　　　 0 ．0　　 0．0　　 0 ．0
比　 チ ヨ ホ ナ ミ 8 ．0 4　　　　 7 ．12　　　 17 ．1　　　 0　　　 0 ．0　　 0．1　 0 ．0

高 配 組 合 せ N n l ：大 理 ㌧l札 ／東 」ヒ1 34 号 ク 東 北 14 3号

Nn2，3：刺ヒ143号ク探系2022／東北143号
Nn4，5：東北143弓・ク探系2024／東北143号

4　ま　と　め

供試した低アミロース迫伝資源の中には，古川の口然豊

熟気温下で玄米の登りにくいものもあり．東北地域の育種

に利用可能と考えられた。また，これらを交配した組合せ

の巾には．梅良食味占ム種である「ひとめぼれ」に優る食味

評価の高い系統も出現し，今後の良食味育種への利用が期

待される。
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